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薬物及びその代謝物の膜輸送に関与する薬物トランスポーターは、基質認識の多様性等から、さまざまなト

ランスポーターに分類されています。特に、有機アニオン、同カチオン、両性イオンの 3 つのトランスポーターフ

ァミリーより構成される有機イオントランスポーターファミリーでは、輸送基質として極めて多種類の内因性、外

因性有機物質(薬物や異物)およびその代謝物を含み、薬物の体内動態の理解には重要で、その輸送基質の

多くは有機アニオンに属しています。 
この中で、ヒトの有機アニオントランスポーター１(organic anion transporter１:OAT1)は、563 アミノ酸残基から

なる 12 回膜貫通型の膜蛋白で、主として腎臓に局在し、わずかに脳にも発現が認められています。OAT1 は、

Na+非依存的に PAH (ρ-aminohippurate)を輸送するほか、bulky な無機アニオンや、ベンジルペニシリン、フロ

セミド、インドメタシン、プロベネシド、尿酸などさまざまな薬物や多くの内因性物質を認識します。また、OAT1
は、細胞内に Na+依存性に高濃度に蓄積されるジカルボン酸との交換輸送体に相当するとされています。 

本抗体は、免疫組織化学的な解析に有用であることが確認されています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究用試薬

抗ヒト 有機アニオントランスポーター1（OAT1） 
ポリクローナル抗体 

 

容量 25µg（250µL/vial） 
形状 ウサギポリクローナル抗体 0.1mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化蛋白）、0.1%proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて冷蔵保管されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 ヒト OAT1 の C 末ペプチドで免疫して得られたウサギの抗血清より、ペプチドアフィニテ
ィーカラムにて精製。 

使用濃度  免疫染色: 5µg/mL 

HGNC 名 SLC22A6(solute carrier superfamily 22A6）  ※HGNC: Human Gene Nomenclature Committee 

  
ヒト 腎臓（凍結切片） ラット 腎臓 （凍結切片） 
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